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ままちちのの話話題題わったー

石川酒造場の泡盛が県知事賞を受賞
　㈱石川酒造場（平良昭代表取締役）が町役場を訪れ、「玉友甕仕込　泡盛鑑
評会賞受酒2024」が令和6年度泡盛鑑評会で県知事賞を受賞したことを報告
しました。鑑評会での県知事賞は、国税事務所賞含め、12年連続の受賞とな
ります。今回は貯蔵年数が違う四つの古酒をブレンドし様々な香りと風味が
特徴の泡盛になります。平良社長は「今後も皆様に楽しんで貰えるように精
進します」と話しました。

　沖縄大学3年の國吉翔太さんが、12月6日に台湾で開幕する「全日本大学
軟式野球国際親善大会」に日本代表として選出され、報告と決意表明のた
め役場に訪れました。
　國吉さんは西原中学校と知念高校で野球の技術を磨き、大学入学後に野
手から投手に転向。140kmのストレートを武器に、日本代表選考会に合格
し、日本代表となりました。
　國吉さんは「自分のプレーをすることはもちろん、支援してくれた人々
の応援を背負って投げたい」と意気込みを語りました。

第３回さわりんピック開催！
　町内の障がい福祉サービス事業所によるスポーツ交流大会『さわりんピッ
ク』が西原町民体育館で開催され、7つの事業所から120名が集まりました。
　利用者は追いかけ玉入れやチャンプルーリレー、ボール運びなどの競技を
楽しみました。また、職員による5色綱引きも行われ、会場は笑顔と歓声に
包まれました。

　(株)佐久本工機（佐久本嘉幸社長）が「支援が必要なこどもや困っている
方へ役立ててほしい」と西原町と町社会福祉協議会に５０万円分のお米を寄
贈しました。
　佐久本工機の知花恵一部長は「西原町にハウス工場や営業所があり、日ご
ろからお世話になっているので、少しでも地域のためになればと幸いです」
と話しました。
　崎原町長は「お米を寄贈していただき感謝しています。社会福祉協議会と
協力して、困っている方へ早く届けていきます」と述べました。

まちだ食堂が初代島おからONEグランプリに！

心温まる『お米』の贈りもの
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新規の遺跡「内間村跡」

11月28日

11月29日

11月29日

12月2日

※

國吉翔太選手が大学軟式野球の日本代表に！
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派遣期間　税　務　課　寺澤 嗣子　令和6年 11月16日（土）～11月23日（土）
　　　　　企画財政課　比嘉 利佳　令和6年 11月23日（土）～11月30日（土）
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　被災後間もなく1年が過ぎようとしていますが、いまだ町のいたる所で地面のうねり、歪みが
見られ、多くの建物が倒壊したままで、自然の脅威を感じずにはいられませんでした。ライフラ
インは復旧しているものの、休業している店舗が多く、買い出しも容易ではなかったため、持参
した食料に助けられました。災害時の水や食料の備蓄の大切さを改めて感じました。寺澤 嗣子　比嘉 利佳

　現地では、公費解体の受付業務にあたりました。公費解体とは、半壊以上の罹災認定を受けた場合に、公費（無料）で建物
を解体できる制度です。輪島市内だけで現在10,000件余りの申請があるそうですが、解体の進捗率は約20％と、まだまだ時
間がかかるようです。 
　手続きに来庁される方々は、思うように進まない復興作業や、9月に起きた豪雨被害で被害が拡大したことで、将来に不安
を抱える様子が感じられ、生活支援と同時に心身のケアも大切だと感じました。
　現地では、厳しい状況にも関わらず、支援に対する感謝の言葉やお気遣いの言葉をたくさんいただきました。
　輪島市での支援業務を行うなかで、災害時には、役場などが行う「公助」に加え、個人による「自助」と地域やコミュニ
ティーによる「共助」の重要性を強く感じました。

能登半島地震　災害派遣職員報告
本町では、能登半島地震の被災地支援を行うため、職員2人を被災地に派遣しました。
2人は、人的支援として石川県輪島市役所で公費解体申請の受付業務にあたりました。
支援業務の内容や現地の様子、感想を報告します。

災害を他人事と考えず、日頃から防災に対する正しい知識を持ち、基本的な「備え」と「地域とのつながりを大切に！

くに よし しょうた

沖縄森永乳業(株)とオキコ(株)より飲み物と
パンの協賛がありました。ありがとりん♪

國吉翔太選手　玉城祥梧監督

我謝公民館でクリスマスパーティー
　我謝自治会により、こどもの居場所づくりの一環としてクリスマスパーティー
が開催され、約200名のこどもたちと地域の人が集まりました。
　会場では、こどもたちによる獅子舞やリコーダーコンサートが披露され大
盛り上がり。サンタクロースがこどもたち一人ひとりにクリスマスプレゼン
トが手渡され、「サンタさん～ありがとう！！」と歓声が上がりました。
　このイベントを通じて、多世代が集まり、地域の絆が深まる楽しいひとと
きを過ごしました。

12月7日

12月16日

　第1回「島おからＯＮＥグランプリ2024」において、まちだ食堂（翁長）
のおから14（じゅーしー）が見事、グランプリに輝きました。
　同グランプリは、西原町が県内１位と言われる島豆腐生産地であることか
ら、島豆腐から生まれる『おから』を使ったイベントとして開催されました。
　11月1日から30日の開催中に町内の12店舗が、おからを使った料理の美味
しさを競い合い、お客さんの投票の結果、まちだ食堂がグランプリに選ばれ
ました。まちだ食堂の町田宗大店長は「おからを使ったメニューは初めての
試みでしたが、グランプリに選ばれて嬉しいです」と笑顔で話しました。　　

まち　だ　むね  ひろ

内間村跡出土遺物


